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　「夢があるから強くなる」をスローガンに日本
サッカー協会が取り組んでいる「夢先生」の授
業が、川本小学校５年生26名と川本中学校2年
生21名を対象にそれぞれ開かれました。講師の
元Ｊリーガー・現ヴィッセル神戸アンバサダー
の吉田孝行さんから、自身の体験話を聞いたり、
チームワークゲームをしたりする中で、夢に向
かって努力し続けることと仲間を大切にするこ
とを学びました。
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Ｊ
Ａ
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
寄
贈

秋
の
訪
れ
を
告
げ
る

�

神
楽
大
会
開
催

「
か
わ
も
と　

ざ
い
た
く
ん
」

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
愛
称
決
ま
る

　

交
通
事
故
防
止
活
動
に
よ
る
人
命

保
護
と
被
害
の
軽
減
に
寄
与
す
る
た

め
、
島
根
お
お
ち
農
業
協
同
組
合
、

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
島

根
県
本
部
、（
財
）
島
根
県
農
協
共
済

福
祉
事
業
団
か
ら
、
川
本
町
に
対
し

　

第
11
回
目
を
迎
え
た
川
本
町
神
楽

共
演
大
会
が
、
９
月
21
日
に
開
催
さ

れ
、
約
７
０
０
人
の
来
場
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
８
団
体
が
出
演
し
、

石
見
神
楽
の
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
た

り
、
伝
統

的
な
演
目

の
中
に
も

ユ
ー
モ
ア

を
織
り
ま

ぜ
笑
い
を

誘
っ
た
り

と
、
神
楽

フ
ァ
ン
を

楽
し
ま
せ

て
い
ま
し

た
。

　

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会
に
導
入
さ

れ
た「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
」

の
愛
称
を
募
集
し
た
結
果
、
川
本
中

学
校
２
年
上
田
理
央
さ
ん
考
案
の
「
か

わ
も
と　

ざ
い
た
く
ん
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
11
月
６
日
に
は
、
町
内
の

小
中
高
校
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

１
４
８
点
の
中
か
ら
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
た
３
名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

医
療
機
器
を
搭
載
し
た
車
輌
「
か

わ
も
と　
ざ
い
た
く
ん
」
は
、
４
月
以

降
訪
問
診
療
に
活
用
さ
れ
、
10
月
か

ら
は
巡
回
診
療
に
も
活
用
さ
れ
始
め

ま
し
た
。
巡
回
先
の
田
窪
自
治
会
館
、

馬
野
原
集

会
所
、
芋

畑
集
会
所

で
は
、
加

藤
病
院
の

医
師
と
看

護
師
に
よ

る
診
療
の

ほ
か
、
同

行
す
る
保

健
師
に
よ

る
健
康
相

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
３
基
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
寄
贈
い
た

だ
い
た
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー

は
、
道
路
の

危
険
箇
所
に

設
置
し
、
交

通
事
故
防
止

に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す

　

秋
の
全

国
交
通
安
全

期
間
中
の
取

り
組
み
と
し

て
、
交
通
安

全
母
の
会
等

21
名
が
参
加

し
、
テ
ン
ト

村
を
開
村
し

ま
し
た
。

　

夜
光
反
射
タ
ス
キ
な
ど
の
交
通

安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
詰
め
た
袋
を

1
0
0
セ
ッ
ト
用
意
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
の
声
が
け
を
し
な
が
ら

手
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。

談
も
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
通
常
の
病
院
受
診
と
同
じ
で
す
の

で
、
受
診
に
は
保
険
証
が
必
要
で
す
。

写
真
右
か
ら　
川
本
中
学
校
２
年
田
畑
祐

貴
さ
ん
、
同　

上
田
理
央
さ
ん
、
川
本
小

学
校
３
年
本
山
柊
花
さ
ん
、
加
藤
病
院
院

長　
加
藤
節
司
医
師

川
本
Ｂ
Ｂ
Ｃ

�

全
国
大
会
出
場
!!

　

川
本
町
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
、
中
国
地

方
代
表
と
し
て

「
高
松
宮
賜
杯

全
日
本
軟
式
野

球
大
会
2
部
」

に
出
場
し
ま
し

た
。
１
回
戦
で

は
、
佐
賀
県
代

表
の
チ
ー
ム
と

対
戦
し
、
見
事

勝
利
。
続
く
２
回
戦
で
は
、
今
大
会

優
勝
チ
ー
ム
と
接
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

試
合
結
果
（
9
月
27
日
・
28
日
京
都
市
）

▽
1
回
戦　

　

�

川
本
B
B
C�

2
―
0�

鹿
島
倉
崎
自
動
車

��������������������������

（
佐
賀
県
）

▽
2
回
戦　

　

�

川
本
B
B
C�

2
―
6�

佐
川
印
刷

��������������������������

（
京
都
府
）
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８
月
24
日
（
日
）

三
原
地
域
で
行
わ
れ

た
合
宿
に
自
然
科
学

部
と
美
術
部
員
が
参

加
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
作

り
、
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ

ス
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
え
楽
し
く
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
生
徒
感
想
】

　

最
初
は
、
お
互
い
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
作

業
を
し
て
い
く
う
ち
に
う
ち
と
け
て
き
て
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
一
緒
に
作
っ

た
ロ
ケ
ッ
ト
が
高
く
打
ち
上
が
り
無
事
に
帰
っ
て

き
て
良
か
っ
た
で
す
。

【
生
徒
感
想
】

��

三
原
の
子
供
達
は
、
活
気
が
あ
り
楽
し
く
ダ
ン

ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お

昼
ご
飯
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
次
回
も

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

��

自
然
科
学
部
が
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
「
つ
く
ば

国
際
会
議
場
」
で
行
わ
れ
た
「
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」物
理
部
門
に
島
根
県
代
表
と
し
て
、「
モ

デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
」で
参
加
し「
文
化
連
盟
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
生
徒
感
想
】

��

自
分
が
考
え
も
し
な
い
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
生
徒
交
流
会
で
は
、
普
段
は
出
来
な
い

他
校
の
生
徒
と
話
す
貴
重
な
機
会
が
持
て
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

得
が
た
い
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
江
風
寮
」
は
、
高
校
の
敷
地
内
に
あ
り
校
舎
か

ら
寮
ま
で
徒
歩
２
分
の
所
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
70

名
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
嘱
託
職
員
３
名
と
教
員

で
舎
監
を
つ
と
め
、
自
習
時
間
に
は
巡
回
し
て
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

��

「
川
本
町
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
川
本
町
の
運

営
で
現
在
24
名
の
生
徒
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
寮

生
全
員
仲
良
く
、協
力
し
あ
い
毎
日
の
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
夜
は
管
理
員
さ
ん
が
、
生
徒
の
生
活

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
食
事
は
、
地

元
の
食
材
を
使

い
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
提

供
し
て
い
る
の

で
安
心
で
す
。

寮
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
夏
の
そ

う
め
ん
流
し
、

冬
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
地
域
の

方
と
の
交
流
会

な
ど
が
あ
り
ま

す
。

三
原
っ
子

 
触
れ
合
い
合
宿
へ
参
加

全
国
高
等
学
校

 

総
合
文
化
祭
へ
参
加

学
生
寮
紹
介
　

そうめん流し（職員手作りの「中国太郎４号」）
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① 一 般 会 計 の 決 算

　平成25年度一般会計・特別会計の決算が町議会９月定例会で認定されました。
　町民のみなさんが納めた大切な税金や国・県からの補助金などのお金が、どのくらい入ってき
たのか、またどのように使われているのかをお知らせするため平成25年度決算を公表します。

決
算
規
模

　
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
9.9
％
の
増
、

歳
出
は
10
・
8
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
経

常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
4.2
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
91
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
福
祉

事
務
所
に
係
る
経
費
を
加
味
す
る
と
実
質
の

経
常
収
支
比
率
は
88
・
4
％
と
な
り
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
に
つ
い
て

は
、
徴
収
率
94
・
2
％
、
前
年
比
0.7
ポ
イ
ン

ト
の
悪
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
庫
・

県
支
出
金
は
、
国
の
経
済
対
策
交
付
金
等
に

よ
り
、前
年
比
63・2
％
増
、地
方
交
付
税
は
、

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
負
担
金
の
減
が
あ
り

ま
し
た
が
、
公
的
病
院
等
支
援
費
の
増
等
に

よ
り
、
前
年
度
比
2.6
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
割
合
が
16
・
2
％
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
・
県
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
に
依

存
し
た
歳
入
構
造
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　

前
年
度
と
比
較
し
て
悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
償
還
終
了
に
伴
う
邑
智
郡
総
合
事
務
組

合
負
担
金
の
減
等
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
、
公
的
病
院
等
支
援
補
助
、

国
の
経
済
対
策
交
付
金
に
伴
う
事
業
等
に

よ
り
総
額
が
前
年
度
比
10
・
8
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
主
財
源　
14.5
％

依
存
財
源　
85.5
％

町民１人当たりが負担した町税
92,639円

町民１人当たりに使われたお金
1,062,988円

町税 ３億2,933万円
町民税や固定資産税など
諸収入 6,342万円
光ケーブル移転補償や介護保険事業委託料など

繰入金 843万円 
各種基金や他会計からの繰入金
使用料・手数料、財産収入、寄附金、
繰越金、分担金、負担金 ２億2,072万円
町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など 

地方交付税 20億1,989万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービスを
提供できるように、国が交付する税

国・県支出金 ７億9,657万円
道路整備や介護施設整備、生活保護費など
に伴う補助金

町債 ３億1,460万円
道路整備や弥山荘施設改修、コミュニティバス
整備を行うときの借入金

交付金ほか 8,455万円
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの

町税　8.6％
諸収入1.7％
繰入金0.2％
その他5.7％

その他2.2％

地方交付税
52.6％

国・県
支出金
20.8％

町債
8.2％

総務費
19.1％

総務費 ７億2,004万円
庁舎管理費、悠邑ふるさと会館運営費、
地域情報通信事業費、生活バス路線確保
事業、学習交流センター整備事業など 

民生費
21.4％

民生費 ８億681万円
児童福祉や障害者福祉、高齢者福祉、
生活保護費などの福祉事業費 
公債費 ４億9,469万円
借入金の返済金（元金・利子）
衛生費 ４億9,981万円
健診などの健康づくりに係る費用や
し尿・ごみ処理費、簡易水道事業特別
会計操出金など

教育費 ４億1,081万円
小中学校や図書館、音戯館、学校給食
の管理費など

土木費 7.2％

教育費
10.9％

その他 7.4％

衛生費
13.2％

公債費
13.1％

土木費 ２億7,061万円
町道の建設及び維持管理、町営住宅の
維持管理費など

農林水産業費
7.7％

農林水産業費 ２億9,663万円
農林業の振興、農業集落排水処理事業
に係る経費など

その他 ２億7,952万円
消防や救急の消防費、議員活動に係る
経費の議会費、商工会補助金等の商工
費、災害復旧費など

自主財源
16.2％

依存財源
83.8％

38億3,751万円歳入 37億7,892万円歳出

※町の人口／3,555人（平成26年３月31日現在・住民基本台帳人口）

平成25年度 決 算 公 表
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　下のグラフは、町債（普通会計の借金）と基金（預貯金）の残高の推移です。
　安定した行政サービスを提供するため町の借金を減らすよう努力しています。

・�川本町の普通会計はほとんど地方交付税等の依存財源に頼っている。経常収支比率は90％を
超えており、財政的に経常経費が固定化・硬直化している状況。経常経費の効率化は、今後、
強化すべき政策的支出のためにも重要であり、箱物関連は経常経費の中で大きなウエイトを
占めている。総務省の指摘にもあるように、箱物を建設や修繕するための地方債を発行する
際に、建物や設備（固定資産）を維持するための経常的な維持管理費、修繕費、減価償却費
を合計したフルコストを把握することが重要である。それにより建物等の施設を利用したサー
ビスの本当のコストを把握し、中長期にわたってそのコストが維持可能かどうか議論し、行政
の透明性の向上や説明責任の充実に努めるとともに財政力の強化を図ることが重要であろう。

②特別会計の決算 ③健全化判断比率及び資金不足比率

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

国民健康保険事業 ５億1,372万円 ５億1,313万円

後期高齢者医療 １億4,117万円 １億4,112万円

簡易水道事業 ３億5,875万円 ３億5,731万円

農業集落排水
処 理 事 業 8,504万円 8,504万円

合　　計 10億9,868万円
（前年比1.3%増）

10億9,660万円
（前年比2.0%増）

健全化判断比率 平成25年度 平成24年度 早期健全化
基 準

実質赤字比率 －％ －％ 15.0%
連結実質赤字比率 －％ －％ 20.0%
実質公債費比率 15.2% 18.5% 25.0%
将来負担比率 2.5% 34.9% 350.0%

0

10

20

30

40

50

60

70

80
億

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

町債現在高
基金残高

68.3
63.9 60.7

52.9
46.4

42.4 38.8 38.9 38.2 36.9 35.5

6.2 6.2 7.9 6.2 4.6 6.1 9.2 12.3 14.5 16.1 18.7

④町の借金と預貯金の残高の推移グラフ

⑤監査委員意見書（抜粋）

※�実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字が生じていないため「－」で
表示しています。

特別会計の名称 資金不足
比　　率

経営健全化
基　　　準

簡易水道事業 －% 20.0%
農業集落排水
処 理 事 業 －% 20.0%
�

 町民１人当たり 町債残高　　997,252円（前年比　14,885円減少）
� 基金残高　　526,156円（前年比　83,550円増加）
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町職員の給与は、基本給と扶養手当、住居手当、通勤手当や民間の賞与にあたる期末・勤勉手当などが
あり、　国家公務員の給与制度に準じて条例、規則で定められています。

₁．人件費の状況� （平成25年度普通会計の決算状況）

区　　分 住民基本台帳人口
（平成26年3月31日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A） H24年度の人件費率

（参考）

平成25年度 3,555人 3,778,921千円 45,230千円 509,787千円 13.5% 15.1%

（注）人件費には、町長、副町長、教育長、議員、その他特別職に支給される給与・報酬も含みます。

₂．職員給与費の状況� （平成26年度普通会計予算）

区　　分 職員数（A）
給　　与　　費 一人あたり給与費

（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

平成26年度 56人 202,462千円 26,947千円 71,434千円 300,843千円 5,372千円

（注）１ 職員給与費とは、人件費のうち一般職員に支給される給料、諸手当のことをいいます。職員手当には退職手当は含まれていません。 
　　２ 給与費は平成26年度当初予算に計上された額です。

₃．一般行政職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況� （平成26年₄月₁日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

301,480円 339,811円 39.6 － － －

₄．職員の初任給の状況� （平成26年₄月₁日現在）

区　　　　分
川　　本　　町 国

決定初任給 採用₂年経過後給料額 決定初任給 採用₂年経過後給料額

一般行政職
大　学　卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円

高　校　卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

₅．一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　 　  （平成26年₄月₁日現在）
区　　分 １級 ₂級 ₃級 ₄級 ₅級 ₆級

標準的な職務内容 主　事 主任主事 係長・主任 主　幹 主　査
課長補佐

課長・局長
室長

職　員　数 11 人 7 人 5 人 11 人 8 人 9 人

構　成　比 21.57% 13.73% 9.80% 21.57% 15.69% 17.65%

参
　
考

₁年前の構成比 18.75% 10.42% 27.08% 8.33% 18.75% 16.67%

₅年前の構成比 10.90% 0.00% 36.90% 10.90% 21.70% 19.60%

（注） １ 川本町の給与条例に基づく給料表の、級区分による一般行政職の職員数です。 
  ２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

₆．ラスパイレス指数の状況� （各年₄月₁日現在）
区　　分 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度 平成20年度

川 本 町 106.0% 93.4% 92.5% 91.5% 89.9% 90.9%

県内町村 103.8% 98.1% 95.4% 93.3% 93.5% 92.3%

　 用語の解説
・普通会計					 町の会計には、一般会計と特別会計の２種類があります。普通会計は、一般会計と住宅新築資金等貸

付会計を合わせたものをいいます。
・実質収支					 歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額。
・一般行政職				 職員の職種区分で税務職・看護保健職・企業職・技能労務職・教育公務員を除く一般的な行政事務に

携わる職種のことをいいます。
・給　　料					 基本給をいいます。
・給　　与					 給料と職員手当のうち扶養手当・時間外勤務手当・管理職手当・特殊勤務手当・期末手当・勤勉手当・

通勤手当・住居手当・宿日直手当を合わせたものを給与といいます。
・ラスパイレス指数	 国家公務員の給与水準と比較する場合に用いられているものです。指数は、国家公務員給与水準を

100とした場合の比較です。一般的に100を超えれば国家公務員の給与水準より高いといわれています。

川本町職員の給与等の状況

�
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₈．特別職の報酬等の状況� （平成26年₄月₁日現在）
区　分 町　長 副町長 議　長 副議長 議　員

給 料 600,000円 540,000円

報 酬 304,000円
（273,600円）

252,000円
（226,800円）

210,000円
（189,000円）

期末手当
₆月期 1.45月分
12月期 1.50月分 同じ 同じ 同じ 同じ
計 2.95月分

（注）（　）書きは、特例条例により減額後の額です。

₉．部門別職員数の状況（特別職・教育長除く）
条例定数　83人 （各年₄月₁日現在）

区　分
部　門

職　員　数
対前年増減数

平成26年度 平成25年度

一般行政部門

議 会 1 人 1 人
総 務 19 人 17 人 2
税 務 2 人 3 人 ▲�1
農 林 水 産 5 人 5 人
商 工 2 人 2 人
土 木 7 人 6 人 1
小　　計 36 人 34 人 2

福祉関係部門
民 生 9 人 10 人 ▲�1
衛 生 3 人 2 人 1
小　　計 12 人 12 人

特別行政部門 教 育 8 人 8 人
普　通　会　計　計 56 人 54 人 2

公営企業等

水 道 2 人 2 人
下 水 �人 �人
国 保 会 計 3 人 3 人
小　　計 5 人 5 人

合　　　　　　計 61 人 59 人 2
（注） 職員数は一般職員に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者、派遣職員などを含み、臨時職員又は非常勤職員は除いています。

10．財政健全化計画に伴う給与等のカット状況
 （平成26年₄月₁日現在）

区　分 内　　　　　容

特 別 職
給料の減額　町長　　　　　　なし
　　　　　　副町長、教育長　なし
報酬の減額　議会議員　　　　10％

一 般 職 給料の減額　　　　　　　　　なし
手当の減額　管理職手当　　　なし

（注） 平成25年４月１日から町長、副町長、教育長は給料を減額改定してい
ます。

11．定員適正化計画の数値目標
　平成22年度から平成26年度までを計画期間とする
　目標数値の対象となる職員数は平成22年４月１日現在の59人とする

計　画　期　間 数　　値　　目　　標

始　　期 終　　期
職員総数　59人

区　　　　　　分 職員数

平成22年
₄月₁日

平成26年
₄月₁日

目標別削減職員数
①民間活力の活用
②組織の見直し
③事務処理の効率化
④既存事業の廃止・縮小

▲₄人
▲₂人
▲₂人
▲₁人

計 ▲₉人

新規事業等の対応による採用 11人

₇．職員手当の状況� （平成26年₄月₁日現在）
区分 川　本　町 国

期
末
手
当

（支給割合）
� 期末手当� 勤勉手当
₆月期� 1.25月分� 0.675月分
12月期� 1.35月分� 0.675月分
　計� 2.60月分� 1.350月分
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
・役職加算� � ₅～10％
・管理職加算� なし

（支給割合）
� 期末手当� 勤勉手当
₆月期　　�1.225月分� 0.675月分
12月期　　�1.375月分� 0.675月分
　計� 2.60月分� 1.350月分
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
・役職加算� � ₅～20％
・管理職加算� 10～20％

退
職
手
当

（支給率）
� 自己都合� 勧奨・定年
勤続20年� 21.62月分� 28.98月分
勤続25年� 30.82月分� 36.57月分
勤続35年� 43.70月分� 52.44月分
最高限度額� 52.44月分� 52.44月分
その他加算
� 定年前早期退職特例措置
� （₂％～20％加算）
退職時特別昇給� なし

（支給率）
� 自己都合���勧奨・定年
勤続20年� 21.62月分� 28.98月分
勤続25年� 30.82月分� 36.57月分
勤続35年� 43.70月分� 52.44月分
最高限度額� 52.44月分� 52.44月分
その他加算
� 定年前早期退職特例措置
� （₂％～20％加算）
退職時特別昇給� なし

時間外勤務手当

平成25年度
支 給 総 額 8,021千円

職員１人当たり支給年額 149千円

平成24年度
支 給 総 額 8,779千円

職員１人当たり支給年額 163千円

特殊勤務手当

支給実績 430千円

支給職員１人当たり平均支給年額 72千円

職員全体に占める手当支給職員の割合 10.0%

代 表 的 な
手当の名称

支給額の多い手当 町税事務手当

多くの職員に支給されている手当 町税事務手当

� （平成26年₄月₁日現在）

区分 内　　　　　　容 国の制度
との異同

扶
養
手
当

配偶者 13,000円

同じ
配偶者以外の扶養親族（１人当たり月額） 6,500円

配偶者がいない場合₁人目 11,000円

満16歳年度初めから満22歳年度末ま
での間にある子１人当たり 5,000円

住
居
手
当

借家・借間
居 住 者

支給対象額：12,000円を超えるもの
支給限度額：27,000円 同じ

通
　
　
　
勤
　
　
　
手
　
　
　
当

交通機関
利 用 者

最高支給限度額 55,000円
同じ

₆箇月定期券等の価額により一括支給

自動車等
利 用 者

₅㎞未満 2,000円

同じ

₅～10㎞未満 4,100円

10～15㎞未満 6,500円

15～20㎞未満 8,900円

20～25㎞未満 11,300円

25～30㎞未満 13,700円

30～35㎞未満 16,100円

35～40㎞未満 18,500円

40～45㎞未満 20,900円

45～50km未満 21,800円

50～55km未満 22,700円

55～60km未満 23,600円

60km以上 24,500円
※新規事業等の対応による採用には福祉事務所を含む

�
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お知らせ
きびしい財政事情の中、経費節減のため、限られたスペースではございますが、
「広報 かわもと」の紙面に併せて掲載することといたしましたのでご理解を賜
りますようお願いします。

人　

事　

案　

件

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月

５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
さ

れ
、
三
宅
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
条

例
案
件
４
件
、
予
算
案
件
４
件
、
人
事

案
件
１
件
、
決
算
認
定
６
件
、
そ
の
他

案
件
５
件
の
20
件
が
提
示
さ
れ
審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎ 
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

　
住　
所　
　
川
本
町
大
字
川
本　

　
氏　
名　
　
三
好　
正
師　
氏

◎ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

　
住　
所　
　
川
本
町
大
字
南
佐
木　

　
氏　
名　
　
市
原　
和
正　
氏

　
住　
所　
　
川
本
町
大
字
川
本　

　
氏　
名　
　
上
田　
香
苗　
氏

　
住　
所　
　
川
本
町
大
字
川
下　

　
氏　
名　
　
東
間　
淸
香　
氏

◦ 

予
算
に
対
し
て
、
成
果
が
上
が
っ

て
い
な
い
事
業
が
多
々
あ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
成

果
が
上
が
っ
た
こ
と
の
見
え
る
決

算
に
な
る
よ
う
、
更
な
る
努
力
を

す
る
こ
と
。

◦ 

安
易
に
国
や
県
の
補
助
金
に
飛
び

つ
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
事
業
が

本
町
に
与
え
る
効
果
及
び
継
続
性

を
し
っ
か
り
考
え
た
上
で
取
り
組

む
こ
と
。

◦ 

本
町
で
必
要
な
事
業
は
、
単
独
予

算
を
つ
け
て
で
も
、
そ
れ
に
取
り

組
む
姿
勢
が
ほ
し
い
。

★�

決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
数

字
的
に
は
原
案
認
定
と
し
た
が
、

内
容
的
に
は
付
帯
意
見
を
つ
け
ざ

る
を
得
な
い
。

こ
ん
な
議
案
を

 

審
議
し
ま
し
た

決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書
議 案 番 号 付 託 事 件 名 審査結果

議案第81号 平成25年度川本町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第82号 平成25年度川本町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第83号 平成25年度川本町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第84号 平成25年度川本町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第85号 平成25年度川本町農業集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第86号 平成25年度川本町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

付

帯

意

見
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子
供
の
居
場
所
は

�

今
の
ま
ま
で
良
い
か
。

三
宅
町
長
＝
地
域
の
中
で
子
育

て
す
る
環
境
作
り
を
支
援
し
て

い
き
た
い
。

既
存
商
店
・
企
業
へ
の

�

支
援
策
は
な
い
か
。

谷
川
産
業
振
興
課
長
＝
国
・
県

の
補
助
金
を
有
効
利
用
し
て
ほ

し
い
。

高
良
議
員

　

本
町
は
、
若
者
定
住
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
受
入
れ
を
重
点
施
策
と
し
て
推
進

し
て
い
る
が
、
就
労
場
所
や
就
労
形
態

の
多
様
性
を
考
え
る
と
、
小
学
校
や
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
受
入
れ
時

間
で
は
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
新
た
な
仕
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。

杉
本
教
育
課
長

　
若
者
定
住
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
重
点
施

策
と
す
る
う
え
で
の
子
育
て
支
援
に
お

い
て
は
、
公
的
支
援
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
全
世
代
が
共
同
で
行
う
子
育
て
の

環
境
を
積
極
的
に
構
築
し
て
い
き
た

い
。

三
宅
町
長

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
対

片
岡
議
員

　
都
市
部
の
景
気
は
回
復
基
調
に
あ
る

が
、
地
方
に
は
波
及
し
て
い
な
い
。
地

元
の
商
店
・
企
業
は
疲
弊
し
て
お
り
、

新
規
参
入
企
業
に
対
す
る
支
援
策
に
対

し
、
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
町
の
決

算
状
況
を
見
る
と
、
農
業
振
興
費
の
支

出
と
商
工
業
振
興
費
の
支
出
に
か
な
り

応
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
、

地
域
、
家
庭
で
行
う
部
分
を
明
確
に
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
協
同
精
神
で
地

域
の
中
で
子
育
て
を
す
る
と
い
う
環
境

作
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦
道
路
照
明
に
つ
い
て
問
う
。

一 般 質 問傍聴席風景

の
格
差
が
あ
る
。
石
破 

茂
地
方
創
生
大

臣
が
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
来
年
統
一
地

方
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
様
々
な

施
策
・
交
付
金
事
業
が
予
想
さ
れ
る
。

関
係
各
課
は
十
分
準
備
し
て
ほ
し
い
。

谷
川
産
業
振
興
課
長

　

商
工
会
を
通
し
て
、
国
・
県
の
補
助

金
が
20
種
類
以
上
あ
り
、
有
効
利
用
し

て
ほ
し
い
。
予
想
さ
れ
る
施
策
・
補
助

金
に
対
応
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦ 

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
の
活
性
化
に
つ

い
て
。

◦
川
本
町
の
将
来
に
つ
い
て
問
う
。

◦
人
口
減
対
策
は
現
状
で
良
い
か
。
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学
校
の
後
利
用
は

�
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

左
田
野
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
＝

地
域
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に
検
討

し
て
い
く
。

圓
山
議
員

　
学
校
の
後
利
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
を
尋
ね
る
。

左
田
野
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

平
成
22
年
度
末
に
答
申
の
あ
っ
た

「
川
本
町
学
校
施
設
後
地
利
活
用
検
討

委
員
会
」
の
報
告
に
基
づ
き
検
討
し
た

が
、
方
向
性
を
打
ち
出
す
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
想
定
外
利
用
で
す
が
、
川
本

西
小
学
校
は
地
域
の
協
力
も
得
な
が
ら

島
根
中
央
高
校
支
援
や
、
子
育
て
地
域

振
興
の
視
点
か
ら
川
本
町
学
習
交
流
セ

ン
タ
ー
と
し
て
整
備
し
、
今
春
か
ら
新

た
に
24
名
が
生
活
し
て
お
り
、
施
設
に

灯
り
が
と
も
り
、
生
徒
た
ち
の
明
る
い

声
が
響
き
、
地
域
ま
た
、
町
全
体
の
活

性
化
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。
三
原
小
学
校
の
後
地
利
用
は
、

県
の
中
山
間
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ

く
重
点
支
援
地
域
に
選
定
さ
れ
、
連
合

自
治
会
を
中
心
に
、
県
の
協
力
も
得
な

が
ら
「
三
原
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
」
と
し
て
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
、
方
向
性
を
見
い
出
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦ 

文
化
財
の
具
体
的
な
管
理
方
法
を
問

う
。広

報

研

修

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を

 

求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

　

８
月
28
日
、
松
江
市
の
「
タ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
し
ま
ね
」
に
於
い
て
、
議
会
広
報

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
本
町
議
会
広
報
委
員
も
出
席
し
、

こ
れ
か
ら
の
議
会
広
報
を
よ
り
充
実

し
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め

に
研
修
し
ま
し
た
。

　

手
話
と
は
、
日
本
語
を
音
声
で
は
な
く
手
や
指
、

体
な
ど
の
動
き
や
顔
の
表
情
を
使
う
独
自
の
語
彙
や

文
法
体
系
を
も
つ
言
語
で
あ
る
。
手
話
を
使
う
「
ろ

う
者
」
に
と
っ
て
、
聞
こ
え
る
人
た
ち
の
音
声
言
語

と
同
様
に
、
大
切
な
情
報
獲
得
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ろ
う
学
校
で
は
手
話
は
禁
止
さ

れ
、
社
会
で
は
手
話
を
使
う
こ
と
で
差
別
さ
れ
て
き

た
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。

　
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
国

連
の
障
害
者
権
利
条
約
に
は
、「
手
話
は
言
語
」
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け
て
日
本
政
府
は

国
内
法
の
整
備
を
進
め
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

８
月
に
成
立
し
た「
改
正
障
害
者
基
本
法
」で
は「
全

て
の
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
言
語
（
手
話
を
含

む
。）
そ
の
他
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い

て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
」と
定
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
同
法
第
22
条
で
は
国
・
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
情
報
保
障
施
策
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
手
話

が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国

民
に
広
め
、
き
こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ

け
、
手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、
更
に
は

手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
整
備
に
向
け
た
法
整
備
を
国
と
し
て
実
現
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
本
町
議
会
は
、
政
府
と
国
会
が
左
記
事

項
を
講
ず
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

　
手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を

広
く
国
民
に
広
め
、
き
こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を

身
に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、

更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語
法

（
仮
称
）」
を
制
定
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
26
年
９
月
12
日

 

島
根
県
邑
智
郡
川
本
町
議
会

広報研修風景

受 理 番 号
年 月 日 陳　情　の　要　旨 陳情者の住所及び氏名 付託委員会 採択・継続

第 ２ 号
26．８．�５ 携帯電話基地局の設置について。 三大字自治会

　会　長　坂根　豊
総 務 教 民
常任委員会 採　択

第 ３ 号
26．８．�５ 道路改良について。 三大字自治会

　会　長　坂根　豊
産 建 町 民
常任委員会 採　択

第 ４ 号
26．８．�６

手話言語法制定を求める意見書の
提出を求める陳情書。

松江市東津田町1741－３
島根県ろうあ連盟

　連盟長　廣戸　勉

総 務 教 民
常任委員会 採　択

※陳情第４号については、内閣総理大臣宛に下記意見書を送付しました。
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先
日
、
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
独

立
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
反
対
票
が
、
わ
ず
か
に
上
回

り
英
国
の
分
裂
は
回
避
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
の
住
民
投
票
は
、
中
央
と
地

方
の
関
係
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
、

分
離
独
立
問
題
を
抱
え
て
い
る
国
々
か

ら
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
平
成
の
大
合
併
か
ら
10

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
合
併

し
た
市
町
村
で
は
、
記
念
行
事
が
計
画

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
順
次
開
催
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
川
本
町
は
、
単
独
町
制
を
選

択
し
ま
し
た
。
合
併
の
功
罪
を
云
々
す

る
の
は
時
期
尚
早
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
10
年
で
地
方
が
疲
弊
・
衰
退

し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
何
の
た
め

の
合
併
だ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
ま
す
。

　

安
倍
総
理
は
、
内
閣
改
造
を
行
い
、

地
方
創
生
に
力
を
注
ぐ
と
言
明
し
て
い

ま
す
。
地
方
の
再
生
な
く
し
て
、
日
本

の
繁
栄
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
も
、
単

独
町
制
を
選
択
し
た
時
に
今
一
度
立
ち

返
り
、皆
で
智
恵
を
出
し
合
い
、頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
Ｓ
・
Ｏ
）

編
　
集
　
後
　
記 　

 

外　観

議員の試食風景

給食センター

給
食
セ
ン
タ
ー
視
察

　

９
月
12
日
、
新
し
く
完
成
し
た
川
本

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
栄

養
士
の
説
明
の
後
、
議
員
全
員
で
試
食

を
行
い
ま
し
た
。
調
理
さ
れ
た
給
食
は

栄
養
に
富
み
、
全
議
員
、
笑
顔
に
て
視

察
を
終
え
ま
し
た
。

　

ク
ッ
ク
チ
ル
方
式
の
採
用
に
よ
り
、

更
に
地
産
地
消
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

９
月
24
日
・
25
日
の
両
日
、
姉
妹
都

市
の
坂
町
へ
行
き
、
議
員
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
産
業
振
興

に
つ
い
て
」
で
、
両
町
よ
り
、
町
の
現

状
や
特
産
品
の
紹
介
の
後
、
今
後
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
い
、
実
り
の
多
い
研
修

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
、
美
郷
町
に
於
い
て
「
三

江
線
を
守
る
議
員
連
盟
」
の
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
浜
田
市
か
ら
三
次
市
ま

で
の
沿
線
市
町
の
議
員
が
参
加
し
、
三

江
線
の
復
旧
を
祝
う
と
と
も
に
、
今
後

の
利
用
促
進
策
等
の
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
本
町
か
ら
も
４
名
の
議
員
が
出

席
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

三
江
線
を
守
る

 

議
員
連
盟
総
会
開
催

第
９
回 

坂
町
・
川
本
町

姉
妹
都
市
交
流
議
員
研
修
会

姉妹都市交流の議員研修風景
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No.210

2014年
10月号

電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始
E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

かわもと図書館

ネ
ッ
ト
依
存
症
か
ら

子
ど
も
を
救
う
本

�

樋
口�

進�

監
修

ら
く
ご
で
笑
児
科

�

斉
藤�

洋�

作

風
船
教
室

�

吉
野
万
理
子�

著

か
え
る
の
竹
取
も
の
が
た
り

�

俵�

万
智�

文

�

斎
藤
隆
夫�

絵

あ
な
の
は
な
し

�

ミ
ラ
ン･

マ
ラ
リ
ー
ク�

作

�

二
見
正
直�

絵

ゆ
る
や
か
な
生
き
方

�

五
木
寛
之�

著

猟
師
の
肉
は
腐
ら
な
い

�

小
泉
武
夫�

著

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

�

ロ
イ
ス
・
ロ
ー
リ
ー�

著

鹿
の
王

�

上
橋
菜
穂
子�

著

大
正
の
后

�

植
松
三
十
里�

著

�

　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

ト
イ
レ
を
つ
く
る

未
来
を
つ
く
る

�

会
田
法
行�

写
真
・
文

�

ポ
プ
ラ
社

一
般
書

児
童
書

《一 般 書》悠久の時をこえて ～時代小説～
《児 童 書》思いやりってなあに？

11月の展示

　

大
正
天
皇
を
公
私
に
わ

た
っ
て
さ
さ
え
続
け
、
昭
和

と
大
正
の
激
動
を
生
き
抜
い

た
貞
明
皇
后
。
そ
の
平
和
へ

の
願
い
と
家
族
の
絆
を
描
い

た
長
編
小
説
で
す
。

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
ト
イ
レ

を
通
し
、
環
境
づ
く
り
の
大

切
さ
を
描
い
た
写
真
絵
本
で

す
。

�

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

～めくる めぐる本の世界～
　川本町では、秋の読書週間を「川本町読書週間」と
しています。この機会に色々な本と出会ってみません
か。おすすめの本を展示貸出しています。

　読書週間期間中に本の魅力を味わい、読んだ後の思
いや感動を絵や帯附、リーフレット、ブックカバー、
しおり等で表現し応募してみましょう。
　＊募集期間　10月15日（水）～10月30日（木）
　＊ 展示期間　11月６日（木）～11月16日（日）
　＊ 会　　場　悠邑ふるさと会館
　＊応募資格　どなたでも応募できます。

詳しくは、図書館にお問い合わせ下さい。

川本町読書週間10月27日～11月９日

作品募集

３
ポ
ッ
ト
か
ら
作
れ
る

寄
せ
植
え

�

主
婦
の
友
社

いいお顔のひろば ミニ読書会

ひだまりサロン
11月30日（日） 移動図書館、読み聞かせ

11月 ７日（金）10:00～13:00
　クッキング、読み聞かせ、移動図書館
11月19日（水）10:00～11:30
　アート活動、読み聞かせ

第９回 読書作品展覧会

《一 般 書》………………………………………

１ 峠道 上田秀人 著
２ 恋の華・白蓮事件 永畑道子 著
３ 学びと仕事をつなぐ８つの日本語スキル 成田秀夫 著

《児 童 書》………………………………………

１ おばあちゃんすごい！ 中川ひろたか 文
２ おやつがほーいどっさりほい 梅田俊作 さく
３ みずちゃぽん 新井洋行 さく

9 3＊場　所　本町会館
＊内　容
　・おはなし会　大型絵本、パネルシアター
　　幼児から小学生までが楽しめます。
　・作ろう！豆本づくり
　・探そう！ことばスタンプラリー
　・本の展示・貸出
　・古本市
＊同時開催
　　川本の歴史を知ろう～戦国の小笠原氏～
　　　　川本町観光協会

＊開催日　11月２日（日）
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12 

月
※
詳
細
は

　
次
月
号

　
10 

月

　
11 

月

10～12月

大
ホ
ー
ル

23日
㈭

邑智郡小中学校音楽祭
　開　　演／９：00　　出　　演/邑智郡内小学校、中学校
邑智郡内の小中学校が、合唱や合奏、吹奏楽など、日頃の練習の成果を発表
します。

25日
㈯

川本中学校吹奏楽部　オータムコンサート
　開　　場／13：30　　開　　演/14：00
　賛助出演／島根中央高校吹奏楽部、悠邑ふるさと吹奏楽団　ほか
島根県吹奏楽コンクールで連続金賞を受賞した吹奏楽部。
3年生にとっては最後の大きなステージとなります！

マ
ル
チ
ホ
ー
ル
ほ
か

3日
（月祝）
～
4日
㈫

第19回悠邑ふるさと文化展
　展示内容／ ちぎり絵、生け花、古布や手紡ぎの創作作品、書道、茶道、絵画、

木工芸品、写真、川小児童作品ほか　
　開　　場／10：00　　閉　　場／16：00
　　　　　　※ただし、４日は午後３時閉場
　主　　催／悠邑ふるさと文化連盟
　後　　援／川本町教育委員会、山陰中央新報社
悠々の日々を楽しむ人の創作成果が一同に会する展示会です

マ
ル
チ

ホ
ー
ル

19日
㈬

李陽雨（イ・ヤンウ）人権コンサート
　開　　場／15：30　　開　　演／16：00

大
ホ
ー
ル

9日
㈰

私の弾くスタインウェイ
　開　　演／12：00　　参 加 費／1,500円（DVDに収録してお渡しします）
　演奏時間／１組10分間
入場は無料です。どなたでも観覧できます。

22日
㈯

川本小学校学習発表会
　開　　場／８：30　　開　　演/ ９：00
各学年ごとに精一杯のステージを演じます！ぜひご来場ください。

23日
㈰

第13回悠邑ふるさと吹奏楽団定期演奏会
　開　　場／13：30　　開　　演／14：00�
　ゲスト出演／横田の杜ブラスアンサンブル 

30日
㈰

江の川下流域活性化講演会
　開　　場／12：00　　開　　演／13：00�
※詳細は各戸へ配布するチラシをご覧下さい。

大
ホ
ー
ル

7日
㈰ 第28回川本町音楽芸能祭
11日
㈭ 川本町人権を考える集い　　開　　演／13：30～15：10

マ
ル
チ

ホ
ー
ル

20日
㈯

NHK「きょうの健康」公開収録
　開　　場／12：00　　開　　演／12：30（終演予定15：00）
※観覧を希望する方は、川本町ホームページ又はチラシをご覧下さい。

お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001

観覧者募集



 

30
 

31
 

（
図
書
館
休
館
日
）

1 
☀
 親
子
う
ん
ど
う
教
室
＆
身
体

測
定
（
10
:0
0～
11
:3
0）

☀
 キ
ッ
ズ
☆
ア
ー
ト（
3・
４
年
）

16
:0
0～
17
:0
0

㊫
川
本
中
学
校
文
化
祭

2 
（
図
書
館
休
館
日
）

3 
（
図
書
館
休
館
日
）

4 
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

5
6

7
8

■
川
本
町
産
業
祭

◇
あ
お
ぞ
ら
図
書
館
ま
つ
り

　（
本
町
会
館
）

■
文
化
の
日

♪
悠
邑
ふ
る
さ
と
文
化
展

河
野
医
院
、
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

♪
悠
邑
ふ
る
さ
と
文
化
展

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
B
地
域
）

■
あ
い
さ
つ
の
日

■
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ（
18
:1
0～
19
：
10
）

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☀
 あ
そ
び
の
広
場
（
10
:0
0～
11
:3
0）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

㊫
 邑
智
郡
小
体
連
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ット
ボ
ー
ル
大
会

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･雑
誌
･ダ

ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み
（
Ａ
地
域
）

♥
断
酒
会

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
C
地
域
）

☀
 親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
ミ
ニ
読

書
会
（
10
:0
0～
13
:0
0）

■
川
本
町
一
周
駅
伝
競
争
大
会

邑
智
病
院
、
大
隅
医
院

9
10

 
11

 （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

12
 

13
 

14
 

15
■
 春
夏
秋
冬
を
楽
し
む
か
わ
も
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
冬

■
三
原
き
ん
さ
い
祭

♪
私
の
弾
く
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

星
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
加
藤
病
院

☀
 キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン
（
5・
6年
）

15
:3
0～
17
:0
0

♥
健
康
相
談

（
北
公
民
館
 
9:
30
～
10
:3
0）

（
親
和
集
会
所
 10
:4
5～
11
:1
5）

（
西
公
民
館
 
13
:3
0～
14
:0
0）

☀
 あ
そ
び
の
広
場（
10
:0
0～
11
:3
0）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

■
 スト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ（
18
:10
～
19
：
10
）

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

㊫
 石
見
地
区
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
～
13
日

芋
畑
集
会
所
 
9:
00
～
10
:0
0　

　
 馬
野
原
集
会
所
 11
:0
0～
12
:0
0　

☀
 キ
ッ
ズ
☆
ア
ー
ト
（
3～
6年
）

16
:0
0～
17
:0
0

■
 年
金
相
談
(1
0:
00
～
15
:3
0）

役
場
1階
会
議
室

☀
キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　（
1・
2・
5・
6年
）

　
16
:0
0～
17
:0
0

♥
 乳
幼
児
相
談
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室
（
10
:0
0～
11
:0
0）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

16
17

 
18

 （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

19
20

21
22

 

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

■
登
記
相
談
日

　（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
会
議
室
）

☀
 キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン（
3・
4年
）

15
:3
0～
17
:0
0

☀
 キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

（
3～
6年
）
16
:0
0～
17
:0
0
■
食
育
の
日

♪
 李
陽
雨（
イ
・
ヤ
ン
ウ
）人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　（
16
:0
0～
17
:3
0）

■
 ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ（
18
:1
0～
19
：
10
）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☀
 親
子
ア
ー
ト
デ
ー
＆
ミ
ニ
読
書
会

（
10
:0
0～
11
:3
0）

■
悠
々
大
学

☀
キ
ッ
ズ
☆
ア
ー
ト

　（
1・
2・
5・
6年
）

　
16
:0
0～
17
:0
0

㊫
小
学
校
学
習
発
表
会

邑
智
病
院
、
波
多
野
診
療
所

23
 

（
図
書
館
休
館
日
）

24
 

25
 （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

26
27

28
29

■
勤
労
感
謝
の
日

♪
 第
13
回
悠
邑
ふ
る
さ
と
吹
奏

楽
団
定
期
演
奏
会（
14
:0
0～
）

■
振
替
休
日

三
上
医
院
、
加
藤
病
院

☀
 キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン

　（
3～
6年
）
10
:0
0～
13
:0
0
♥
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
(1
3:
30
～
15
:3
0）

☀
 親
子
う
ん
ど
う
教
室
＆
身
体

測
定
（
10
:0
0～
11
:3
0）

☀
 キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
3～
6年
）

　
16
:0
0～
17
:0
0


川
本
保
育
所
発
表
会

　（
9:
00
～
）

邑
智
病
院
、
加
藤
病
院

30 ☀ ひだ
ま
り
サ
ロ
ン（
10
:0
0～
）

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

♪
 江
の
川
下
流
域
活
性
化
講
演
会

（
13
:0
0～
14
:0
0）

前
眼
科
医
院
、
加
藤
病
院

日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
11

月

㊫
：
学
校
行
事
関
係

：
 ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー

☀
：
 サ
ポ
セ
ン
行
事

　
　 （
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）

◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事

■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報（
10
：
00
～
16
：
00
）

Ⓖ
：
 ゴ
ミ
収
集

Ａ
地
域
（
 木
路
原
･日
の
出
･
上
新
町
･
中
新
町
･
下
新
町
･
元
町
･
本
町
･

天
神
町
･
谷
･
市
井
原
･
長
原
･
矢
谷
･
芋
畑
･
双
葉
･
中
倉
･日
向
）

Ｂ
地
域
（
 因
原
･
三
大
字
･
多
田
･
久
座
仁
･
谷
戸
･
三
島
･
笹
畑
）

Ｃ
地
域
（
 西
･
八
幡
･
三
原
･田
窪
･
南
佐
木
･
親
和
･
湯
谷
･
三
俣
）

〔
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
〕 

毎
週
火
曜
日
･
金
曜
日
 
（
町
内
全
域
）

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
〕 

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
 
（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
 プ
ラス
チッ
クの
収
集日
〕 

毎
週
木
曜
日
 

（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
 紙
の
収
集
日
〕 

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
 
（
町
内
全
域
）

《
1
0
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税

◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
1
1
月
の
納
税
》

◆
国
民
健
康
保
険
税

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
 必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〈
1
1
月
の
月
間
〉

子
ど
も
・
若
者
育
成
強
調
月
間

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
SI
D
S）

対
策
強
調
月
間

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

〈
1
1
月
の
週
間
〉

＊
10
月
27
日
～
９
日
 
川
本
町
読
書
週
間

＊
１
日
～
７
日
 

教
育
・
文
化
週
間

 
文
化
財
保
護
強
調
週
間

＊
９
日
～
15
日
 

全
国
火
災
予
防
運
動

＊
12
日
～
25
日
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

 
文
化
財
保
護
強
調
週
間

男 女 共 同

参 画 カ ル タ よ り



情報じょうほう交差点こうさてん

広　告

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

★日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後３時
★場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡

お気軽にご相談ください。）
★担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております

★交通事故の相談は平日でも初回無料です。 
　  お電話でのご予約が必要です。

（相 談 料） 平日有料　60分まで6,000円（税別）
（相談内容） ○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
 （駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

広　告

●ローソン

★ ●
中央信金

R9

山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

●
一畑
トラベル

平
成
26
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
26
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か
た
及

び
法
定
調
書
、
市
・
町
へ
の
給
与
支
払
い

報
告
書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

▽ 

会
場　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

問 

浜
田
税
務
署

�

　
☎
０
８
５
５

－

22

－

０
３
６
０

　

�

町
民
生
活
課�

　
☎
72

－

０
６
３
２

10
月
５
日
か
ら
島
根
県
最
低
賃
金
改
正

�

時
間
額
６
７
９
円

　

最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業
場
で
使
用

さ
れ
る
全
て
の
労
働
者(

常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
ア
ル
バ
イ
ト
等)

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問 

島
根
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
０
８
５
２

－

31

－

１
１
５
８

就
職
面
接
会
ト
リ
プ
ル
Ａ
開
催

　

企
業
の
採
用
担
当
者
（
22
社
程
度
）
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
面
接
を

行
う
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
24
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
０
時
～
４
時

▽
会
場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ�

多
目
的
ホ
ー
ル

▽ 

対
象　

２
０
１
５
年
３
月
に
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

等
を
卒
業
予
定
の
方
、
卒
業
後
３
年
以

内
の
既
卒
者

問 

松
江
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

�

　
☎
０
８
５
２

－

28

－

８
６
０
９

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
開
催

　

中
学
校
卒
業
後
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者

の
い
る
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

▽ 

日
時　
11
月
25
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場　
県
央
保
健
所　
集
団
指
導
室

▽
申
込
み　
締
切 

11
月
11
日（
火
）

�

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
で
申
込
み

問 

島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー

�

相
談
・
判
定
課

�

☎
０
８
５
２

－

32

－

５
９
０
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
２

－

32

－

５
９
２
４

石
見
も
り
も
り
祭
開
催

　

児
童
生
徒
達
の
学
習
発
表
や
作
品
・
作

業
学
習
等
の
製
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
５
分
～
午
後
２
時
20
分

▽
会
場　
石
見
養
護
学
校

問 

石
見
養
護
学
校�

☎
95

－

２
１
４
１

技
能
祭
開
催

▽
日
時　
11
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

▽
会
場　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

▽ 

内
容　

実
習
公
開
、
実
習
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　11 月２日（日）に、毎年恒例の川本町産業祭が中央大通りで開催されます。多くの皆様のご来場をお待
ちしております。

………… 催 し 物 の ご 案 内 …………
9：30 ～ 川本小学校鼓笛隊演奏（ギフトいまい前交差点） 12：15 ～ こころの健康標語表彰式（特設ステージ）

10：05 ～ 中国武術カンフー演武（特設ステージ） 12：30 ～ フォークライブ（特設ステージ）

10：30 ～ 弓市商店会抽選会（特設ステージ） 13：20 ～ バンドライブ（特設ステージ）

11：00 ～ JA 紅白餅まき（JA 島根おおち川本支所前） 14：00 ～ JA 紅白餅まき（JA 島根おおち川本支所前）

11：20 ～ 島根中央高校吹奏楽部演奏（特設ステージ） 14：30 ～ 川本町地域婦人会の踊り（ギフトいまい前交差点）

11：50 ～ ダンスキッズ（特設ステージ） 15：00 ～ 因原神楽団（特設ステージ）

12：05 ～ ごはんキャンペーン抽選会（特設ステージ）

　　　　　 川本町産業祭実行委員会　☎ 72－0123（川本町商工会）　☎ 72－0636（川本町産業振興課）問い合わせ

※ 各イベントの開始時間が遅れる場合もあります。また、雨天の場合は、イベント
を中止する場合もありますので、ご了承ください。
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（16）平成26年10月20日発行  広報かわもと №522

川本町の人口 平成26年10月1日現在
※（　）は前月との増減

※１　住民基本台帳を基にした、平成26年9月中の異動状況

3,518人
（－ 8人）

合 　　計 男 1,626人（－ 4人）
女 1,892人（－ 4人）

転　入　 2人 出　生　 0人 その他　 0人

転　出　 4人 死　亡 5人 その他　 1人

増
減

うち65歳以上 1,534人
うち15歳未満  317人
世帯数 1,730戸
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「うちの自慢!!」コーナーの情報をお寄せ下さい。
お庭自慢や赤ちゃん誕生など、写真とコメントを
お寄せ下さい。

　

11
月
１
日
か
ら
行
わ
れ
る
第
14
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
陸
上
競
技
島
根
県
代

表
（
１
０
０
ｍ
走
、
２
０
０
ｍ
走
、
リ
レ
ー
）

と
し
て
、
川
本
町
か
ら
渡
津
和
也
さ
ん
（
19
）

の
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

激
励
会
の
席
で
渡

津
さ
ん
は
、「
一
発

決
勝
で
緊
張
す
る

が
、
自
己
新
記
録
を

出
せ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
13
日
か
ら
16
日
に
行
わ
れ
た

第
69
回
国
民
体
育
大
会
へ
川
本
町
か
ら
3
名

の
方
が
出
場
し
ま
し
た
。

【
出
場
競
技
】
▽
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト（
シ

ン
グ
ル
ス
5
0
0
ｍ
・

2
0
0
ｍ
）
少
年
女

子
の
部�

島
根
中
央
高

校
2
年�

小
畑
真
樹

子
、
少
年
男
子
の
部�

同
3
年�
岸
川
麗
▽
柔

道
成
年
男
子�
早
稲
田

大
学
2
年�

圓
山
泰
雄

（
敬
称
略
）

ジュニアフットサルクラブ
　今年からお揃いのＴシャツで練習に励んでいます。
　小学生の入部お待ちしています！毎週月曜日に川本西
体育館で練習していますので、見学にお越し下さい。

　川本中学校の３年生18名が、９月17日と18日の２日間、川本町内の17事業所で職場体験学習を行いました。初
日は緊張した面持ちでしたが、事業所の方々に優しく指導してもらいながら一所懸命に取り組んでいました。
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